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２ 今後の取組とその方向性 

（１） 基本的な考え方 

   ① 地域との共創 

     東新町・小茂根地域は、アンケート結果からも現状のバスやタクシーの利用は

多くない。また、類似の地理的条件の他地域では、往々にして新たな乗物を導入

しても使われないことが多い。 

このため、区では、地域の方と共に、真の需要を見出して、「地域のひとり一

人が利用する」という意識を醸成していくことも含めて、持続可能な取組とする

ことを目指していく。 

   ② 導入する手段・手法は、現時点で定めず 

     地域内の道路の多くは幅員が狭く、また最寄り駅の交通結節機能や駅周辺の道

路状況から、コミュニティバスによる解決は困難である。 

     そこで、地域における需要や利用意向、担い手、費用負担意識などの実態に合

わせたものを、地域の方との検討の中で見出していくこととし、区として現段階

では特に定めることはしない。 

     なお、近年、地域の方が主体となって乗物を運行する形態なども増えており、

幅広く選択肢を考えていく。 

   ③ 高齢者施策との整合 

     他自治体を見ても、地域の交通事情改善の取組の利用者は、高齢者の占める割

合が高く、本地域においても同様と想定している。このため、フレイル・介護予

防などの施策との整合を図りながら、連携・補完・住み分けなどの整理を行うこ

ととする。 

（２） 令和６年度スケジュール案 

    次のとおり計画しているが、地域の方の意向を確認しながら、必要に応じた変更

等を随時実施していく。 

     ６～７月頃   地域の交通に関する検討会（１回目） 

            （現状説明、課題共有、検討の取組意向の確認等） 

     夏頃     住民アンケート 

            （実態調査、需要把握、移動の不満の詳細把握等） 

     ９～10月頃   地域の交通に関する検討会（２回目） 

            （検討会の組織化、様々な事例研究等） 

     12～１月頃   地域の交通に関する検討会（３回目） 

            （アンケート結果分析、導入手法研究・検討等） 

（３） 令和７年度以降の取組の想定 

    地域として具体的な手段・手法の導入の意向が共有できた場合、次のとおり進め

ていくこととなる。  

     ・具体の導入手段・手法の検討・準備 

・関係機関等との協議 など 


